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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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3 * 0 0 2 5 0 0 1 1 7 8 3 1 1 0
4 * 0 2 0 2 0 0 0 0 1 1 0 2 1 0
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7 * 1 1 7 14 2 5 0 6 5 11 0 0 0 1
10 * 0 3 2 3 0 0 3 2 3 5 1 0 3 0
14 0 1 3 0 1 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
15 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
21 * 0 0 8 18 4 6 0 8 12 20 3 1 1 1
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35 0 0 1 2 8 2 2 0 0 3 3 0 3 3 0
41 0 0 0 5 7 0 0 1 3 1 4 1 3 0 0
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21 0 1 3 3 9 0 0 3 3 7 10 2 1 1 1
24 0 0 0 0 1 0 0 2 0 1 1 1 2 1 0
28 0 0 0 1 4 0 0 1 1 2 3 3 0 0 0
50 0 2 3 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
88 * 0 2 5 10 0 0 1 0 6 6 1 0 1 0
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試 合 日 2017.11.12
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会　　場 大阪体育大学

2017年度関西学生バスケットボールリーグ 入替戦

同志社大学
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大阪経済大学

男子

戦評
【総括】
関西学生バスケットボールリーグ、各々のリーグ残留・昇格を懸けた入れ替え戦最終日の大阪経済大学と同志社
大学とのカード。双方にとって負ける事の出来ぬ戦いとなった今日、結果は如何に。第1ピリオド、大経大は入れ替え
戦初戦で35得点の#1木下を中心とした攻めで、時間を使いつつも着々と決めていく。対する同志社はコールプレー
などを用いながら、アーリーオフェンスを中心にスピーディーにシュートを試みていく。第2ピリオドで大経大は序盤に
ゾーンディフェンスに切り替え、また同志社も第1ピリオド以上にディフェンス対応が早くなり、互いに得点出来ぬ時間
帯が続くものの、オフェンスリバウンドやターンオーバーを多く奪った同志社が一歩リードした。第3ピリオドで一気に
同志社が流れを生む。#7古村と#21田邉を中心としたオフェンスリバウンドから多くの得点機会が生まれ、またディ
フェンスでも勢いそのままに疲れを見せる事のないプレッシャーディフェンスを継続。大経大はゾーンディフェンスを
続けるものの相手のリバウンドを抑えることが出来ず、大きくリードを許してしまう。第4ピリオドで一気に逆転を図る大
経大は、オールコートディフェンス、そしてハーフコートでのプレスディフェンスで幾度ボールを奪い、またセンターポ
ジション等を経由したプレーを用い、追い付きたいところであったが、巻き返すことが出来ず、同志社がリードを守り
抜き試合に勝利。同志社が1部リーグ昇格、大経大が2部リーグ降格の結果に終わった。
【第1ピリオド】
開始直後同志社#7古村がシュートを決め先制する。対する大経大は序盤、同志社のディフェンスを前にリズム良く
シュートを決めれずにいたが、大経大#20井福の気迫あふれるリバウンドから攻めの機会を増やし、シュートを決めて
いく。同志社はコールプレイを要所で用い、またターンオーバーからそのまま一気に攻めるなど勢いづくと思われた
が、後半大経大は#1木下と#21牧谷のドライブを中心に#14井上の連続3Pシュートなどでリードを保つ。しかし途中交
代で入った同志社#41野見のシュートや#35村井のフリースロー等で再び流れを自軍に引き寄せ、大経大に追いつ
く。結果第1ピリオドを19-19の同点で終えた。
【第2ピリオド】
開始直後、同志社#7古村、#21田邉がオフェンスリバウンドを奪った直後、大経大#20井福もオフェンスリバウンドを
奪うなど、下での戦いも白熱した。僅差の戦いの中、両チームシュートを多く試みるも、互いに相手に対応したディ
フェンスで、中盤以降なかなか決めきることが出来ない時間が続く。大経大は終盤セットプレイから#1木下のドライブ
で得点をするものの、同志社がラストワンプレーで3Pシュートを決め、最終的に27-33の同志社が6点リードで前半を
終えた。
【第3ピリオド】
開始直後から同志社の猛攻が続いた。#7古村のオフェンスリバウンドからの得点、#10右田の連続スティール、#3
下田のドライブシュートなど序盤から一気に流れを掴み、5分で16点差までつけた。反転攻勢を狙う大経大は＃20井
福のポストプレー、ディフェンスにおいては同志社のオフェンスリバウンドを抑えるため再びゾーンディフェンスに切り
替える。その後も大経大は中心にハンドオフを交えながらドライブで攻めるも、決めきることが出来ず、また同志社#7
古村がポストプレーのみならず3Pシュートも決め、第3ピリオドで更にリードを広げ、33-55で同志社の22点リードで最
終ピリオドへ。
【第4ピリオド】
なんとか巻き返しを図りたい大経大は序盤からオールコートでディフェンスにつき、#50前山の厳しいプレッシャー
ディフェンスや、ハーフコートではダブルチームを多く試みることでオフェンスへと繋げた。またオフェンスでも前半と
は異なった、良い意味で落ち着いた攻めとなり、ショットが外れてもその後のディフェンスを崩すことなく着実に攻めて
いく。しかし同志社の勢いは落ちることなく、ショットは多くは決まらずとも最後まで相手を自由にさせない堅牢なディ
フェンスとリバウンドでリードを守り抜き、同志社が勝利した。
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